
 

保護者の皆様へ 

 津市内での麻しんの発生について 

令和７年４月３日、津保健所より三重県のホームページにおいて、

津市内で麻しん患者１名の発生について発表がありました。 

三重県から県民に向けて次のような注意喚起がありましたのでお

知らせいたします。 

 【県民の皆様へ】 

 麻しん（はしか）を疑うような症状（高熱・咳・鼻水・目の充血等）

が現れた場合は、必ず事前に医療機関へ連絡し、麻しん（はしか）の

疑いがある事を伝えてください。受診の際は公共交通機関の利用を

控えて医療機関の指示に従ってください。また、麻しん（はしか）は

感染力が強く、空気感染するため、手洗い、マスクのみでは予防でき

ません。ワクチン接種が最も効果的な予防方法ですので、以下の予

防接種歴等を確認してください。 

①２回の麻しんワクチンの予防接種を受けている。 

②過去に麻しんにかかったことが明らかである。 

③既に発症予防に十分な麻しん抗体価を保有している。 

※①から③のいずれにも当てはまらない方は、かかりつけ医療機関

に相談の上、麻しんワクチンの接種を検討してください。 


